特別児童扶養手当のお手続きについて

特別児童扶養手当とは

身体、知的又は精神障害の状態にある２０歳未満の児童について、児童の福祉の増進を図ることを目的として、手当を支給するものです。手当を受けることができるのは、日本国内に住所があり、知的障害もしくは身体障害のある児童を監護している父母、もしくは父母に代わってその児童を養育している方が対象となります。
（注）監護とは、対象児童の生活について種々配慮し、日常生活において対象児童の衣食住などの面倒をみていることを言います。
認定請求に必要なもの
· 認定請求書（所定のもの）

· 診断書（所定のもの）･･･診断日から１ヶ月以内のもの

＊療育手帳eq \o\ac(○,Ａ)、Ａ(「特別児童扶養手当診断書省略」の印付)の写しがある場合は診断書を省略できる。内部障害は手帳交付後１年以内のものに限る。
· 振込先口座確認書類（通帳、キャッシュカードなど）
· 請求者本人、対象児童の個人番号（マイナンバー）が確認できるもの
· 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の写し（交付されている場合のみ）

· 所得証明書（転入の場合のみ）
· 支給の制限
· 児童が障害による公的年金を受けることができるとき
· 児童が児童福祉施設等に入所しているとき

· 所得が一定額以上ある方

＜所得制限額＞

	扶養親族の数
	本　　　人
	配偶者及び扶養義務者

	０
	４，５９６，０００
	６，２８７，０００

	１
	４，９７６，０００
	６，５３６，０００

	２
	５，３５６，０００
	６，７４９，０００

	３
	５，７３６，０００
	６，９６２，０００

	４
	６，１１６，０００
	７，１７５，０００

	５
	６，４９６，０００
	７，３８８，０００

	１人増
	３８０，０００
	２１３，０００


　　                                                                     　　※上記は控除後の金額

手当額・支給開始月
認定請求した日の翌月から次の額の手当が支給されます。

１級（重度）　　５８，４５０円

２級（中度）　　３８，９３０円

支払方法
　毎年３回（４月・８月・１２月）、受給者の指定した口座に振込等の方法で、それぞれ前月までの４か月分の手当が支払われます。

令和８年度








